
歳　出
全体の34.4％を占める民生費は、消費税
率改定等に伴う臨時福祉給付金給付事業
や民間認可保育所施設整備費補助事業な
どにより、前年度と比べ増額となってい
ます。また、14.9％を占める教育費は、
安全・安心な教育環境の整備として、小・
中学校耐震化事業や鹿野山少年自然の家
耐震化事業などを計上しています。

教育費 14.9%
82億3,630万円

土木費 12.4%
68億2,508万6千円

総務費 10.5%
57億9,265万6千円 民生費 34.4%

189億9,018万2千円

衛生費 11.0%
60億3,895万3千円

消防費 4.5%
24億9,557万1千円

商工費 1.6%
9億112万3千円

その他 2.2%
11億5,785万7千円

551.3億円
（前年度 518.2 億円）

歳出
（目的別）

　平成26年度の一般会計当初予算総額は、前年度に比べ、6.4%増の551億3千万円です。この他、新庁舎建設に
向け、5年間109億9,800万円の債務負担行為予算※を計上しました。
　今年度は、市制施行60周年を記念し、各種記念事業を実施するほか、公共施設の老朽化対策として、改築、改修や耐
震対策などに取り組むなど「未来へつなぐまちづくり再生予算」として予算編成を行いました。
※債務負担行為とは、歳出予算とは別に定める予算で、翌年度以降にわたる支出を伴う契約を
　締結するにあたり、あらかじめ予算の一部として事項、期間および限度額を定めるものです。

市ホームページに平成26年度予算の
概要を掲載しています。
トップページ▶市政情報▶財政・会計
▶予算の概要▶平成26年度予算の概要

市税 46.3%
255億2,310万7千円
市民税や固定資産税など、
皆さんから納めていただ
いた税金

予算額
（一般会計）33万3,737円／人

（前年度比17,140円増加）

市税額 15万4,508円／人
（前年度比3,503円増加）〔　　　　　　　　　　　　　〕

平成26年度 一般会計

問合せ　財政課

諸収入 3.5%
19億756万6千円
延滞金・加算金および過料、市
預金利子、貸付金元利収入、受
託事業収入など

経常的経費 79.2%
436億7,483万円
人件費や借金の返済など
毎年固定的に支出する経費

投資的経費 15.5%
85億3,391万2千円
公共施設の建設や大規模改
修にかかる経費など資本形
成に向けられる経費

その他 5.3% 
29億
2,125万8千円
臨時的に支出する
繰出金、積立金、
貸付金など

積立金等 2.4％
13億6,545万7千円
基金への積立金や貸
付金など

繰出金 10.7%
58億8,759万2千円
特別会計に支出する
経費

補助費等 4.8％
26億7,096万1千円
負担金や補助金など

災害復旧事業費 2.2%　12億2,999万9千円
災害によって被害に遭った道路や公園、学校などの復旧にかかる経費

「未来のために～みんながやさしさでつながるまち～習志野」の実現に向けて

551.3億円
（前年度 518.2 億円）

歳出
（性質別）

551.3億円
（前年度518.2億円）

歳入

歳　入
　歳入の根幹である市税収
入の増加を見込むほか、
国・県補助金の確保、
各種基金からの繰
り入れや地方債を
できる限り活用
することで、財
源確保を図り
ました。

繰入金 6.7%
37億1,821万円
特別会計や基金などから一般会
計に移動されるお金

維持補修費 0.4%　2億296万円
公共施設などの維持補修にかかる経費

公債費 8.5%
46億8,907万4千円
市が借り入れた地方債の
元利償還金（元金と利子）

物件費 19.3%　106億2,960万円
備品購入費や消耗品、委託料など

普通建設事業費 13.3%
73億391万3千円
道路や公園、学校や公民館など
の建設費など

2月18日から3月24日まで開かれた平成26年習志野市議会第1回定例会にて可決されました。

公債費 8.5%
46億9,227万2千円

会計名 平成26年度 対前年度比
一般会計 551億3,000万 円 6.4%
特別会計 335億6,525万 円 6.2%

（
内
訳
）

国民健康保険会計 149億7,582万 円 -0.8%
公共下水道事業会計 73億3,046万4千円 15.5%

介護保険会計 96億8,925万4千円 11.3%
後期高齢者医療会計 15 億6,971万2千円 8.0%
公営企業会計 167億2,110万 円 33.9%

（
内
訳
）

ガス事業会計 138億8,400万 円 42.7%
水道事業会計 28億3,710万 円 2.8%
総　計 1,054億1,635万 円 9.9%

全ての会計の予算規模 民生費 障がい者・高齢者福祉、子育て支援などの費用 11万4,960円
教育費 学校・公民館・図書館などの費用 4万9,859円
土木費 道路、公園などの費用 4万1,317円
衛生費 ごみ処理、健康増進などの費用 3万6,558円
総務費 市役所管理、税金の徴収などの費用 3万5,067円
公債費 借入金（市債）の返済金 2万8,405円
消防費 消防、防災などの費用 1万5,107円
商工費 商工業や観光の振興のための費用 5,455円
その他 議会運営・農業の振興などの費用 7,009円
※平成25年12月末日現在の住民基本台帳人口（165,190人）を元に
　一人あたりの予算額を計算しています。

予 算 の 概 要

その他 1.2%
6億7,618万3千円

使用料および手数料 2.2%
12億1,245万円
市の施設の利用者や、特定の行
政サービスを受ける人からいた
だくお金

分担金・負担金など 2.5%
13億7,428万1千円
放課後児童会の育成料や養護老
人ホームの入所料など

国庫支出金 12.9%
71億983万8千円
国からの負担金や補助金など

県支出金 5.2%
28億5,090万6千円
県からの負担金や補助金など

地方交付税 7.1%
38億9,565万9千円
地方財源の均衡を図るために国
から交付されたお金

地方消費税交付金 3.0%
16億6,800万円
消費税が人口などに応じて交付
されるもの

市債 9.4%
51億9,380万円
国や銀行などからの借入金

依存財源 38.8%
国や県から交付されるお金や借入金など

自主財源 61.2%
皆さんから納めていただく税金など

扶助費 17.8%
97億9,384万7千円
児童手当や
生活保護費など

人件費 20.6%　113億5,659万7千円
給与や退職金など
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